
鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例

会
が
２
月

日
開
会
さ

27

れ
、
３
月

日
ま
で
開
か

21

れ
ま
す
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
は
、
９
億
４
８

４
６
万
６
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
７
９
０

億
９
３
０
５
万
６
千
円
と

し
ま
す
。

小
中
学
校
体
育
館
照

明
設
備
に
６
９
４
８
万

円
う
ち
国
の
補
正
予
算
に

係
る
も
の
が
、
２
億
７
８

３
７
万
８
千
円
で
す
。

２
１
０

・
道
路
公
共
事
業

０
万
円
は
、
松
尾
今
野
線

及
び
道
形
文
下
蛾
眉
橋
線

工
事
費
の
増
額
、

・
都
市
計
画
道
路
山
王
町

２
２
０

本
町
線
整
備
事
業

０
万
円
は
、
工
事
費
の
増

額
、

２
０
６

・
除
雪
対
策
事
業

９
万
２
千
円
は
、
消
雪
施

設
の
改
修
工
事
費
等
、

・
小
学
校
大
規
模
改
修
事

１
３
４
８
万
６
千
円

業は
、
湯
野
浜
小
学
校
体
育

館
の
照
明
設
備
、

・
中
学
校
大
規
模
改
修
事

５
６
０
０
万
１
千
円

業は
、
鶴
岡
第
二
中
と
櫛
引

中
学
校
の
体
育
館
の
照
明

設
備
で
す
。

・
県
営
か
ん
が
い
排
水
事

２
７
０
０
万
円
、

業・
水
田
農
業
低
コ
ス
ト
・

高
付
加
価
値
化
基
盤
整
備

７
４
２
０
万
円
、

事
業

・
農
村
地
域
防
災
減
災
事

３
７
６
４
万
３
千
円
、

業・
漁
港
修
築
事
業
負
担
金

６
３
５
万
６
千
円
な
ど

、

。

は

県
事
業
負
担
金
で
す

国
関
連
以
外
で
は
、

・
奨
学
金
返
済
支
援
基
金

２
億
２
５
０

へ
の
積
立
金

６
万
８
千
円
は
、
旧
町
村

の
育
英
奨
学
基
金
廃
止
時

の
残
余
財
産
、

・
子
ど
も
の
た
め
の
教
育

１
億
８

・
保
育
給
付
事
業

２
９
０
万
１
千
円
は
、
補

助
基
準
額
の
改
定
に
伴
う

保
育
所
運
営
委
託
料
と
保

育
給
付
費
の
増
額
、

８
４
２
７

・
各
種
扶
助
費

万
２
千
円
は
、
医
療
扶
助

費
の
増
額
、

・
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト４

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
事
業

５
５
０
万
円
は
、
戸
籍
法

等
の
改
正
に
伴
う
住
民
記

録
シ
ス
テ
ム
等
の
改
修
、

・
用
排
水
施
設
等
整
備
事

３
７
６
２
万
８
千
円

業は
、
沖
堰
排
水
機
場
改
修

工
事
負
担
金
、

・
林
業
施
設
災
害
復
旧
事

３
０
０
０
万
円
は
、
令

業和
５
年

月
の
大
雨
に
よ

10

る
林
道
災
害
の
復
旧
経
費

（

）

。

林
道
一
枚
畑
線

で
す

障
害
者
の
権
利
侵
害
し

な
い
配
慮
を
義
務
化

は
、

条
例

・
鶴
岡
市
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

は
、
職
員

例
の
一
部
改
正

の
夏
期
休
暇
の
取
得
可
能

期
間
を
拡
大
し
ま
す
。

・
鶴
岡
市
加
入
者
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
使
用
料
及
び
手

は
、
市

数
料
条
例
の
廃
止

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
「
ｅ-

で
わ
ネ
ッ
ト
」

の
事
業
終
了
で
す
。

・
鶴
岡
市
障
害
を
理
由
と

す
る
差
別
の
解
消
の
推
進

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

は
、
法
律
の
改
正
に
伴

正い
、
障
害
者
の
権
利
利
益

を
侵
害
し
な
い
よ
う
に
す

る
合
理
的
配
慮
の
提
供

を
、
努
力
義
務
か
ら
義
務

に
改
め
る
も
の
で
す
。

・
鶴
岡
市
介
護
保
険
条
例

は
、
令
和
６

の
一
部
改
正

年
度
か
ら
令
和
８
年
度
ま

で
の
保
険
料
率
を
定
め
ま

す
（
新
つ
る
お
か
２
月
11

日
号
参
照

。）

・
鶴
岡
市
加
茂
水
族
館
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部

は
、
小
中
学
生
を
除

改
正

き
、
利
用
料
金
を
増
額
改

定
し
ま
す
。

・
鶴
岡
市
都
市
計
画
法
に

基
づ
く
開
発
行
為
等
の
許

可
の
基
準
に
関
す
る
条
例

は
、
山
形
県

の
一
部
改
正

も
の
づ
く
り
分
野
基
本
計

画
の
重
点
促
進
区
域
に
指

定
さ
れ
た
区
域
の
う
ち
、

市
街
化
調
整
区
域
に
、
新

規
に
工
場
立
地
可
能
な
区

域
を
追
加
し
ま
す
。

・
鶴
岡
市
水
道
事
業
及
び

下
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

鶴
岡
市
集
落
排
水

並
び
に

処
理
施
設
条
例
の
一
部
改

は
、
田
川
地
区
農
業
集

正落
排
水
処
理
施
設
の
処
理

区
域
拡
大
に
伴
い
、
該
当

区
域
を
追
加
し
ま
す
。

は
、

事
件
案
件

・
道
の
駅
あ
つ
み
移
転
整

備
設
計
建
設
請
負
契
約
締

で
す
。

結・

は
、
老
朽

財
産
の
取
得

化
し
た
除
雪
車
両
及
び
湯

殿
山
ス
キ
ー
場
の
圧
雪
車

の
更
新
で
す
。

・
指
定
管
理
者
の
指
定

は
、
令
和
６
年
９
月
に
開

第
五
学
区
放
課
後

設
す
る

で
す
。

児
童
ク
ラ
ブ

（
２
面
に
つ
づ
く
）

ಀ
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県
水
素
ビ
ジ
ョ
ン
が
提
案
さ
れ
て

関い
る
が
、
政
府
は
水
素
を
グ
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
す
る
見
通
し
を

。

。

示
し
て
い
な
い

慎
重
な
取
り
組
み
を

政
府
方
針
も
未
定
の

環
境
企
画
課
長

部
分
が
あ
る
の
で
勉
強
し
て
い
く
。

福
岡
県
で
小
学
生
が
給
食
を
喉
に
詰

２
）

。

ま
ら
せ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た

県
ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
「
県
内
の
学
校
給
食
で
の
窒
息
事
故

は
記
録
に
無
い
」
と
い
い
ま
す
。
窒
息

発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
国
が
「
食

に
関
す
る
指
導
の
手
引
き
」
で
示
し
て

い
ま
す
が
、
食
材
の
形
状
等
に
関
し
て

は
基
準
が
あ
り
ま
せ
ん
。
保
育
所
等
幼

児
の
施
設
も
同
様
に
県
内
事
故
は
無
い

と
い
い
ま
す
が
、
国
の
「
子
ど
も
を
事

故
か
ら
守
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
で
一
定

の
基
準
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
・

研
究
し
、
対
策
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

２

月

１
）

22

日
、
厚
生
環

境
常
任
委
員

会
で
お
こ
な

っ
た
補
正
予

算
案
等
に
つ

い
て
の
質
問
の
概
略
で
す
。

本
県
の
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
申

関請
に
対
す
る
却
下
率
が
全
国
平
均
よ
り

か
な
り
高
い
。
改
善
す
べ
き
。

令
和
４
年
度

子
ど
も
家
庭
福
祉
課
長

却
下
数
が

件
で

％
、
全
国
平
均
は

38

15

８
・
８
％
。
状
況
を
把
握
し
た
い
。

２
月
か
ら
５
月
ま
で
の
介
護
職
員

関処
遇
改
善
支
援
補
助
金
に
つ
い
て
、
事

業
者
へ
の
支
給
を
速
や
か
に
。

対
象
事
業
所
が
２

高
齢
者
支
援
課
長

５
０
０
、
４
月
に
事
業
者
か
ら
処
遇
改

善
の
計
画
書
提
出
、
国
保
連
に
情
報
照

会
、
審
査
と
な
る
と
、
２
～
４
月
分
支

、

。

払
い
は
６
月

５
月
分
は
７
月
に
な
る

速
や
か
に
進
め
る
よ
う
努
力
す
る
。

２３８６NO.
２０２４．３．３
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イスラエルとパレスチナの即時停戦等

の実現を求める決議

イスラエルとパレスチナのイスラム組織ハ

マスの軍事衝突により、パレスチナ自治区ガ

ザ地区において、多くの尊い人命が深刻な危

機的状況にさらされるとともに、市街地に甚

大な被害をもたらしている。

国連総会では人道目的での休戦を求める決

議が採択されており、世界中の人々がこの事

態に心を痛め、一刻も早い解決を希求してお

り、平和都市宣言を掲げ、恒久平和確立を全

世界に呼び掛けてきた鶴岡市としても、その

願いを共有し、実現を求めるものである。

よって、鶴岡市議会は、これ以上の民間人

の命が犠牲とならないよう、すべての当事者

が国際法を遵守し、即時停戦と人質の即時解

放、人道支援物資と医療の提供を通じた人道

危機の改善を強く求めるものである。

以上、決議する。

令和６年２月２７日

鶴 岡 市 議 会

建築課入札結果
（ ）内は予定価格

2月22日入札分
市立朝暘第五小学校改築・

太陽光発電設備設置工事
（切添町15番4号）（入札8業
者）
アベ電工(株) 35,800,000円 3（
7,290,000円）

（ ）工期～6/7/26 落札率96.00％

「
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ

ス
チ
ナ
の
即
時
停
戦
等
の

実
現
を
求
め
る
決
議
」
が

２
月

日
、
鶴
岡
市
議
会

27

本
会
議
に
提
出
さ
れ
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

月
議
会
で
は
、
同
趣

12
旨
の
請
願
は
、
共
産
党
市

議
団
な
ど
賛
成
８
、
反
対

で
不
採
択
と
な
っ
て
い

17ま
し
た
。

今
回
は
、
会
派
代
表
者

の
協
議
で
合
意
で
き
る
案

を
作
成
し
、
各
会
派
の
代

表
者
が
提
案
者
に
な
り
、

菅
井
巌
議
員
が
本
会
議
で

提
案
し
ま
し
た
。

庄
内
農
民
連
は
２
月
22

日
、
全
国
農
民
連
の
要
請

に
応
え
、
能
登
半
島
地
震

の
被
災
地
・
輪
島
市
の
輪

島
診
療
所
で
、
炊
き
出
し

支
援
（
豚
汁
３
０
０
食
、

お
に
ぎ
り
、
リ
ン
ゴ
や
野

）

。

菜
な
ど

を
行
い
ま
し
た

小
林
隆
範
会
長
、
佐
藤

一
晴
庄
内
産
直
セ
ン
タ
ー

副
組
合
長
ら
４
人
が
参
加

し
、
会
員
と
し
て
菅
井
巌

市
議
が
同
行
し
ま
し
た
。

菅
井
議
員
は
、
昨
年
10

月
に
党
市
議
団
で
輪
島
市

の
行
政
視
察
を
行
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
そ
の
変
貌

ぶ
り
と
現
状
に
つ
い
て
、

（
１
面
の
つ
づ
き
）

は
１
件
で
、

請
願

「
地
方
自
治
と
沖
縄
の

自
己
決
定
権
を
尊
重
し
沖

縄
県
と
の
十
分
な
対
話
で

基
地
問
題
の
解
決
に
臨
む

こ
と
を
国
に
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
関
す
る
請

」（

）

、

願

漆
山
ひ
と
み

は

紹
介
議
員
が
長
谷
川
剛
・

遠
藤
初
子
・
田
中
宏
議
員

で
す
。

６
日
（
水
）
の
総
務
常

任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま

す
。

は
２
件
で
、

陳
情

・
年
金
制
度
に
お
け
る
外

国
人
へ
の
脱
退
一
時
金
の

是
正
を
求
め
る
意
見
書
の

採
択
を
求
め
る
陳
情
（
福

岡
県
・
小
坪
慎
也
）

・
政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内

勧
誘
行
為
の
実
態
調
査
を

求
め
る
陳
情
（
山
形
市
・

小
林
秀
一
）

陳
情
２
件
は
、
議
会
運

営
委
員
会
に
送
付
さ
れ
ま

す
。

は

議
員
発
議
の
意
見
書

２
件
で
、

・
日
本
版
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
（
緊

急
対
策
庁
）
の
設
置
を
求

め
る
意
見
書
は
、
草
島
進

一
・
田
中
宏
議
員
が
提

出
、

・

健
康
保
険
証
の
一
律

「
廃
止
」
の
撤
回
を
求
め
る

意
見
書
は
、
坂
本
昌
栄
・

南
波
純
・
草
島
進
一
議
員

が
提
出
。

意
見
書
は
、

日
に
会

12

派
間
で
調
整
さ
れ
ま
す
。

「
能
登
半
島
を
縦
断
す

る
高
速
道
路
は
、
所
々
で

崩
壊
に
伴
う
応
急
処
置
で

一
車
線
の
み
、
一
般
道
の

道
路
制
限
も
あ
り
、
倍
以

上
の
時
間
を
要
し
た

、
」

「
診
療
所
周
辺
は
断
水

が
続
い
て
お
り
、
診
察
・

医
療
・
介
護
支
援
に
も
支

障
が
及
ん
で
い
る

、」

「

、

土
砂
災
害
現
場
で
は

行
方
不
明
者
の
捜
索
も
続

き
、
朝
市
通
り
の
火
災
現

場
も
含
め
、
被
災
物
の
撤

去
な
ど
は
ま
だ
先
」
と
語

っ
て
い
ま
す
。

豚汁３００食を提供

建物が倒壊し道路を塞いでいる

田
川
食
健
連
主
催
の
学

習
講
演
会
が
２
月

日
、

20

こ
ぴ
あ
２
階
ホ
ー
ル
で
開

か
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ジ
ア
太

平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー
共
同

代
表
の
内
田
聖
子
氏
が
、

「
希
望
あ
る
学
校
給
食
を

目
指
し
て
」
と
題
し
て
講

演
し
ま
し
た
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
つ
い
て

は
、
民
間
に
長
期
で
一
括

契
約
し
、
学
校
給
食
の
目

的
が
企
業
の
利
益
の
犠
牲

に
さ
れ
る
と
述
べ
、
鶴
岡

市
は
給
食
発
祥
の
地
で
あ

り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
導
入

で
、
学
校
給
食
の
希
望
を

失
わ
な
い
よ
う
求
め
ま
し

た
。

内田聖子氏が講演

さ
よ
う
な
ら
原
発
／

金
権
・
裏
金

悪
政
・
民

主
主
義
破
壊
に
抗
議
す

る
市
民
集
会

多
く
の
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
時

３
月
８
日
（
金
）

時

分
～

時

分

12

15

12

45

場
所

鶴
岡
市
役
所
前

主
催

さ
よ
う
な
ら
原
発

／
裏
金
・
金
権

悪
政
・

民
主
主
義
破
壊
に
抗
議
す

る
市
民
集
会
実
行
委
員
会

（
連
絡
先

田
川
地
区
平、

和
セ
ン
タ
ー
：22-1776

医
療
生
協
や
ま
が
た
：2

2

-5769

）

「
風
よ

あ
ら
し
よ
」

ま
ち
キ
ネ
で
上
映

女
性
解
放
運
動
の
先
駆

者
、
伊
藤
野
枝
の
生
涯
を

描
い
た
映
画
「
風
よ

あ

ら
し
よ
」
が
、
３
月
２
日

か
ら
２
週
間
の
予
定
で
、

鶴
岡
ま
ち
な
か
キ
ネ
マ
で

上
映
さ
れ
ま
す
。

前
売
り
券
１
０
０
０
円

日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区

委
員
会
で
も
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。


